
　過去5年以内に国民年金保険料の納め忘れがある人は、
申し込みにより、平成30年9月まで、国民年金保険料を納
めることができます。
■後納制度で2年以上前の保険料を納付するメリット
・年金の受給資格が得られる可能性があります。
・将来受け取る年金額が増額します。
■利用できる人
① 20歳以上60歳未満の人で、5年以内に納め忘れの期間
（免除以外）や未加入期間がある人
② 60歳以上65歳未満の人で、①の期間のほか任意加入
中に納め忘れの期間がある人

③ 65歳以上の人で、老齢年金の受給資格がなく任意加入
中の人など

※ 60歳以上で、老齢基礎年金を受け取っている人は申し
込みできません。

問い合わせ先
▶ねんきん加入者ダイヤル  ☎0570（003）004
▶050から始まる電話でかける場合  ☎03（6630）2525

国民年金保険料の「後納制度」は９月で終了します

問い合わせ先 健康推進課高齢者医療・年金係  ☎０９６８（25）7218

問い合わせ先
生涯学習課
社会教育係

☎0968（25）7232
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山
あ
い
に
田
を
拓
く
② 

（
原は

る

井
手
、番ば

ん
　し
ょ所
地
区
の
棚
田
）

番ば
ん

所し
ょ

地
区
の
棚
田（
山
鹿
市
）

　
番
所
地
区
の
棚
田
は
山
鹿
市
菊

鹿
町
矢
谷
に
あ
り
ま
す
。「
番
所
」

の
地
名
は
か
つ
て
国く

に
ざ
か
い境
の
交
通
の

要
所
に
設
置
さ
れ
た
御
番
所
が

あ
っ
た
こ
と
に
由
来
し
ま
す
。
番

所
地
区
は
八や

方ほ
う

ケが

岳た
け

や
国
見
山
な

ど
の
標
高
千
㍍
級
の
山
々
が
連
な

る
筑
肥
山
地
の
南
側
に
立
地
し
て

い
ま
す
。
棚
田
は
上
内
田
川
に
流

れ
込
む
小
さ
な
川
が
造
っ
た
深
い

谷
に
あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
急

斜
面
に
水
田
を
造
る
の
は
困
難
な

作
業
で
す
。

　
谷
筋
に
あ
る
山
林
を
切
り
拓
き
、

斜
面
を
階
段
状
に
加
工
し
、
上
面

に
平
坦
な
水
田
面
を
作
り
ま
す
。

階
段
状
の
水
田
を
維
持
す
る
た
め

に
、
水
田
の
側
面
に
は
自
然
石
を

利
用
し
た
石
垣
を
築
き
ま
す
。

　
谷
全
体
に
広
が
る
棚
田
と
棚
田

の
担
い
手
が
住
む
集
落
と
が
調
和

し
た
農
村
景
観
は
美
し
く
、
訪
れ

る
人
々
に
感
動
を
与
え
ま
す
。
秋

の
訪
れ
と
と
も
に
、
頭
を
垂
れ
た

黄
色
の
稲
穂
が
実
る
水
田
の
周
り

に
は
真
っ
赤
な
彼
岸
花
が
咲
き
並

び
ま
す
。
懐
か
し
い
故
郷
の
風
景

は
、
平
成
11
年
に
「
日
本
の
棚
田

百
選
」に
認
定
さ
れ
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
担
当
：
菊
池
市
生
涯
学
習
課
）

測
量
技
術
や
土
木
技
術
が
向
上
し
、

高
い
技
術
の
も
と
に
水
路
が
開
削

さ
れ
ま
し
た
。

　
原
井
手
は
全
長
約
11
㌔
も
あ
る

長
距
離
の
水
路
で
す
。
こ
の
水
路

で
、
農
業
土
木
技
術
史
上
、
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
の
が
約
４
５
０

㍍
の
水
路
ト
ン
ネ
ル
で
、
肥
後
藩

最
古
の
も
の
で
す
。
惣そ

う

庄じ
ょ
う

屋や

の
河か

わ

原は
る

杢も
く

左ざ

衛え

門も
ん

は
こ
の
井
手
開
発
に

尽
力
し
、
そ
の
功
績
を
顕
彰
す
る

記
念
碑
が
原
井
手
の
北
側
を
通
る

県
道
２
０
３
号
の
道
路
そ
ば
に
建

て
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
き
く
ち
ふ
る
さ
と
水
源
交
流
館

で
は
、
７
月
か
ら
９
月
の
期
間
限

定
で
、
こ
の
原
井
手
を
下
る
イ
デ

ベ
ン
チ
ャ
ー
が
体
験
で
き
ま
す
。

カ
ヤ
ッ
ク
に
乗
り
、
水
の
流
れ
に

身
を
ま
か
せ
、
水
の
流
れ
る
音
や

風
を
感
じ
る
こ
と
で
、
井
手
が
作

ら
れ
た
当
時
に
タ
イ
ム
ス
リ
ッ
プ

し
た
気
持
ち
に
な
れ
ま
す
。

　
菊
池
川
流
域
で
行
わ
れ
て
い
る

稲
作
の
場
所
は
、
水
田
が
立
地
す

る
地
表
の
形
態
で
大
き
く
３
つ
に

分
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
そ
れ

ら
は
菊
池
川
上
流
の
山
間
地
、
中

流
の
平
地
、
下
流
の
海
辺
で
す
。

今
回
は
山
あ
い
で
の
稲
作
に
必
要

な
水
と
耕
作
地
を
取
り
上
げ
ま
す
。

原は
る

井
手（
菊
池
市
）

　
原
井
手
は
山
野
を
切
り
拓
い
て

作
ら
れ
た
用
水
路
で
す
。
こ
の
用

水
路
を
流
れ
る
水
が
標
高
の
高
い

土
地
で
の
稲
作
を
可
能
に
し
ま
し

た
。
水
は
高
い
所
か
ら
低
い
所
に

流
れ
ま
す
。
こ
の
水
を
広
い
範
囲

で
利
用
す
る
た
め
に
は
、
高
低
差

の
あ
る
水
路
に
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
菊
池
市
原
に
あ
る
原
井
手

は
元
禄
11
（
１
６
９
８
）
年
に
工

事
が
開
始
さ
れ
、
３
年
後
に
完
成

し
ま
し
た
。
こ
の
頃
に
な
る
と
、

イ
デ
ベ
ン
チ
ャ
ー

番
所
地
区
の
棚
田

遺跡位置図

①原井手　②番所地区の棚田

鹿
央
里
や
ま
蓮
ま
つ
り

　
岩
原
双
子
塚
古
墳
に
隣
接
す
る

ハ
ス
公
園
で
は
、
約
２
千
年
前
の

ハ
ス
と
い
わ
れ
る
大
賀
ハ
ス
を
は

じ
め
、
約
10
種
類
の
ハ
ス
が
見
ご

ろ
を
迎
え
ま
す
。

期　
間　
６
月
23
日
㈯
〜
８
月
５

日
㈰

と
こ
ろ　
鹿
央
古
代
の
森
交
流
施

設
「
里
や
ま
」古
代
ハ
ス
園

問
い
合
わ
せ
先　
鹿
央
物
産
館

　
☎
０
９
６
８（
36
）３
８
３
８

イ
ベ
ン
ト
情
報

■国民年金基金とは
　将来受け取る国民年金に上乗せする公的な個人年金で
す。公的な年金ですが、加入は任意です。老後の年金の増
額と合わせて節税対策ができ、とてもお得です。
■国民年金基金に加入できる人
・20歳以上60歳未満の国民年金第１号被保険者の人。
・ 60歳以上65歳未満の人や海外に居住している人で、国
民年金に任意加入している人。

※ 国民年金の保険料の免除や納付猶予の承認を受けてい
る人、農業者年金に加入している人は加入できません。
障害年金受給などで法定免除を受けている人も、引き
続き保険料の納付を申し出た人は、加入することができ
ます。

■国民年金基金のポイント
・ 掛金は全額（最大816,000円）が社会保険料控除となり
節税になります。

・基本は終身年金で遺族保障のタイプもあります。
・将来、年金の支給開始年齢が変わることはありません。
・ 掛金を納めた期間分の年金は将来必ず年金として受け
取ることができ掛け捨てになりません。

・掛金は途中で増口や減口、一時休止ができます。

問い合わせ先
▶フリーダイヤル  ☎0120（65）4192
▶熊本県国民年金基金  ☎096（387）2220
▶ホームページ　http://www.kumamotokikin.or.jp

「国民年金基金」に加入しませんか？
税金がおトクで今にゆとり。年金が増えて老後にゆとり

　日本年金機構では、全国の年金事務所で年金相談の予
約を実施しています。年金事務所の窓口で年金請求の手
続きや、受給している年金についての相談を希望する人は、
ぜひ予約相談をご利用ください。予約相談の受け付けは、
「ねんきんダイヤル」で行っています。
■予約相談のメリット
・相談者の都合に合わせて、スムーズに相談できます。
・ 相談内容に合ったスタッフが事前に準備のうえ丁寧に対
応します。

■予約相談の実施時間帯
㈪　　　午前8時30分～午後6時
㈫～㈮　午前8時30分～午後4時
第2㈯ 　午前9時30分～午後3時

・ 予約相談希望日の1カ月前から前日まで受け付けていま
す。

・ 予約の際は、基礎年金番号の分かる年金手帳や年金証
書をお手元に準備してください。

・お近くの年金事務所でも受け付けています。

申し込み・問い合わせ先
▶ねんきんダイヤル  ☎0570（05）1165（ナビダイヤル）
▶050から始まる電話でかける場合  ☎03（6700）1165
受付時間
㈪　　　午前8時30分～午後7時
㈫～㈮　午前8時30分～午後5時15分
第２㈯　 午前９時30分～午後４時

「予約相談」をご利用ください
年金についての相談は

▶050から始まる電話でかける場合  ☎03（6630）2525▶050から始まる電話でかける場合  ☎03（6630）2525

②

①
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